
2019年G20大阪サミットに係る取組みについて

大阪・関⻄の魅⼒PR

会議の開催支援

住⺠・事業者等への周知

今後の対応の方向性と主な取組み
認知度向上に向けた戦略的・集中的な取組み

☞テレビ・ラジオＣＭや新聞広告、ＷＥＢ広告を活⽤した情報発信（５⽉〜）
☞デジタルサイネージ掲出等の更なる展開 など

住⺠・事業者への理解促進・参画機運の醸成

☞会場周辺でのシティドレッシングの実施 など

規制等の周知徹底と交通総量抑制に向けた広報・協力依頼

☞第３回住⺠等向け説明会の実施（５⽉） など

今後の対応の方向性と主な取組み
会議環境の確保に向けた体制・インフラ整備

☞消防特別警戒体制の確保、テロ対策医薬品の備蓄・供給体制の構築
☞会場・周辺道路・河川等の環境整備、港湾物流対策、庁舎の⾃主警備 など

交通総量抑制目標達成に向けた更なる取組み

☞公⽤⾞使⽤原則禁⽌、職員休暇勧奨、来庁⾃粛 など

円滑な会議運営への協力支援（プレス関係者の宿泊予約対応等）

引き続き、広域連合構成府県市の皆様にご協⼒いただきたい事項

■鉄道会社はじめ各企業の協⼒を得て、広報PRを展開。
・駅ターミナルや街中ビジョン、銀⾏ＡＴＭ画⾯、配送⾞、店舗での周知 など

■⼤阪観光局や旅⾏業者等を通じインバウンドに対する規制情報の発信・理解促進
■読売KODOMO新聞「G20大阪サミット特別版」を府内小中学生に配布（５/24）
■G20大阪サミットクリーンUP作戦の実施（5/28咲州キックオフイベント）
■ロゴマーク入り広報シートの制作・公表

G20⼤阪サミット成功に向けて、安全・安心の会議環境の確保、最高のおもてなしに向けた取組みを推進

■鉄道11社局による近畿圏主要鉄道駅等のコインロッカー及びゴミ箱の使⽤中⽌（期間︓6/24~29）
■交通総量抑制（平⽇通常時の50％削減）の対策
・大阪府警による⾼速道路、⼀般道の交通規制情報の提供
（別紙 「Ｇ20大阪サミット開催に伴う交通総量抑制対策について」 参照）
・経済界等への協⼒要請（3/15休暇勧奨など混雑緩和、4/2・4/25交通対策への協⼒）
・⼤阪府⽴学校、⼤阪市⽴幼稚園・⼩中高等学校等の休校措置、府⽴・市⽴⼤学等の休講対応

○住⺠や事業者等への周知
☞ より多くの人の目にとまるところでの広報展開
☞ 各府県市の広報媒体等の活用、サミットロゴマークの積極的な活用

○安全・安心なサミット開催への協⼒
☞ 交通総量抑制や各種規制に対する理解と協力を呼びかけ

マイカーでの⼤阪⽅⾯への流⼊を⾃粛
業務⽤⾞両の⼤阪⽅⾯への運⾏調整（運⾏台数削減、運⾏⽇シフト等）など

○大阪・関⻄の魅⼒発信への協⼒
☞ 出展等にあたっての事業者との仲介
☞ ⼤阪・関⻄の魅力に関する情報の発信

海外メディアからのリクエストに応じた取材協⼒や素材提供 など

〇進捗内容

〇進捗内容

〇進捗内容
■情報展示スペースのコンテンツ等を選定委員会で絞り込み（約120点選定）
・「伝統工芸」・「食」・「産業技術」・「歴史文化」・「観光」の５分野について出展調整中
・「2025⼤阪・関⻄万博」、「ワールドマスターズゲームズ2021関⻄」、「海洋プラスチック対策」等の
取組み展示

■首脳・配偶者向け贈呈品を選定委員会で絞り込み
■第２回協議会主催 在⽇外国メディア向けプレスツアーを開催（⼤阪・徳島・和歌山）
〔今後〕 第３回（６⽉中旬 ⼤阪・奈良予定）、⼤阪観光局・関⻄観光本部主催（６⽉上旬予定）

■国内外プレス関係者向けキット（プレスバッグ）で⼤阪・関⻄の魅⼒発信に資するPRグッズ等を提供
（6⽉7⽇までに3000セット予定、企業・団体からの協賛により無償提供いただけるもの）
■海外メディアによる⼤阪・関⻄の魅⼒映像の制作 〔今後〕 動画配信（５⽉下旬〜）
■G20⼤阪サミット通訳学生ボランティアの配置

各取組みのより一層の推進に向けて、国家要望を実施（5/10）

・積極的な広報展開
・住⺠生活・経済活動に配慮した規制
・インバウンドへの情報発信

・⼤阪・関⻄の魅⼒の世界への発信
・若者や⼦どもたちのサミットへの参画の機会の創出
・サミット開催のレガシーづくり

＜要望項目＞
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〔 読売KODOMO新聞「G20大阪サミット特別版」の作成 〕

2019年Ｇ２０大阪サミットに係る取組みについて②

〔 Ｇ20大阪サミットクリーンＵＰ作戦 〕

〔 ロゴマーク入り広報シート 〕

〔 規制への対応 〕
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